
 

 

 

【講師略歴】ロバート・Ｄ・エルドリッヂ（４８歳） 

1968年米国ニュージャージー州生まれ。パリ留学等を経て平成２

年５月リンチバーグ大学卒（国際関係論）。同７月、来日。平成１

１年、神戸大学大学院法学研究科博士課程後期課程終了。政治学

博士。サントリー文化財団、平和安全保障研究所等の研究員を経

て平成１３年大阪大学大学院国際公共政策研究科准教授。在沖米

海兵隊治顧問としてトモダチ作戦の立案に携わる。平成２７年５

月 退 任 。 現 在 、 エ ル ド リ ッ ヂ 研 究 所

（http://www.robertdeldridge.com/）の代表など、数多くの研究

機関に所属している。著書に、『沖縄問題の起源』（名古屋大学出

版会、２００３年、サントリー学芸賞、アジア太平洋賞）、『尖閣

問題の起源』（名古屋出版会、２０１５年）、『オキナワ論』（新

潮新書、２０１６年）など多数。『次の大震災に備えるために』

（近代消防社）や『大島と海兵隊の物語』（集英社）は近刊予定。 

主催：琉球新報、沖縄タイムスを正す県民・国民の会 

連絡先：０９０－２５８８－５０５１ 

http://okinawa-tadasukai.com/ 

 

オキナワ論  

在沖縄海兵隊元幹部の告白  

（
新
潮
新
書
） 


